
 
 

 

 

 

 

 

令和７年度総会 

【議案書】 
 

             日時：令和７年４月３０日（水） 

                       午後２時００分～ 

                    会場：三芳町役場３階３０１会議室 

 

 

 

 

 

 



 
 

三芳町地域公共交通協議会 

総 会 次 第 

                        

                    

 

         

１ 開  会 

 

２ 会長あいさつ 

 

３ 議  事 

 

  第１号議案  令和６年度事業報告について 

 

第２号議案  令和６年度歳入歳出決算及び会計監査報告について 

 

  第３号議案  令和７年度事業計画（案）について 

 

 第４号議案  令和７年度歳入歳出予算（案）について 

 

第５号議案  三芳町循環ワゴン運行計画骨子案について 

 

第６号議案  循環ワゴン運賃案について 

 

４ そ の 他 

 

 

５ 閉  会 

 

 

 



 
 

第１号議案 

令和６年度事業報告 

 

 

 

 

年 月 内 容 

 

６年４月 

 

 

 

 

 

６年７月 

 

 

 

 

６年１０月 

 

 

 

７年２月 

 

 

 

 

第１回協議会（総会） 

・令和６年度事業計画（案）について 

・令和６年度歳入歳出予算（案）について 

・三芳町地域公共交通計画策定方針について 

・公共交通ネットワーク検討案について 

 

第２回協議会 

・三芳町地域公共交通計画骨子案について 

・施策・事業の検討について 

・三芳町運賃協議分科会設置要綱について 

 

第３回協議会 

・三芳町地域公共交通計画素案について 

・令和７年度実証実験について 

 

第４回協議会 

・三芳町地域公共交通計画（案）について 

・令和７年度実証実験について 
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第２号議案 

    令和６年度三芳町地域公共交通協議会歳入歳出決算書   

         

1 歳入         

款 項 目 予算額 決算額 差引額 備考 

1 負担金 1 負担金 1 負担金 4,760,000 4,760,000 0 三芳町負担金 

2 補助金 1 補助金 1 補助金 0 0 0   

3 繰越金 1 繰越金 1 繰越金 201,364 201,364 0 前年度繰越金 

4 諸収入 1 雑入 1 雑入 0 2,029 2,029 預金利息 

合計 4,961,364 4,963,393 2,029   

         

２ 歳出         

款 項 目 予算額 決算額 差引額 備考 

1 運営費 

1 会議費 1 会議費 130,000 104,000 26,000 
地域公共交通協議会

委員報酬（7 人） 

2 事務費 1 事務費 21,000 12,778 8,222 

協議会連絡用通信運

搬費 

地域公共交通協議会

委員報酬振込手数料 

2 事業費 1 事業費 1 事業費 4,609,000 4,609,000 0 
地域公共交通計画策

定支援業務委託料 

3 返還金 1 返還金 1 返還金 201,364 201,364 0 
三芳町負担金返還

金 

4 予備費 1 予備費 1 予備費 0 0 0   

合計 4,961,364 4,927,142 34,222   

         

         

収入済額 4,963,393        

支出済額 4,927,142        

差引額 36,251 ※次年度繰越金      

 

 

 

 

 

2 



3



 

 
 

第３号議案 

令和７年度事業計画（案） 

 

年 月 内 容 

 

７年４月 

 

 

 

 

 

 

 

７年７月 

 

 

７年７月 

 

 

 

７年９月 

 

 

８年２月 

 

 

第１回協議会（総会） 

・令和７年度事業計画（案）について 

・令和７年度歳入歳出予算（案）について 

・令和６年度事業報告について 

・令和６年度歳入歳出決算について 

・三芳町循環ワゴン運行計画骨子案について 

・循環ワゴン運賃案について 

 

第１回運賃協議分科会 

・循環ワゴン運賃について 

 

第２回協議会 

・循環ワゴン運行に関する国への許可書類について 

・運賃協議結果について 

 

第３回協議会 

・循環ワゴンの運行開始について 

 

第４回協議会 

・循環ワゴン利用状況データ分析結果について等 
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第４号議案 

 

令和７年度歳入歳出予算（案） 

 

１ 歳 入 

款 項 目 本年度予算 説明 

１負担金 １負担金 １負担金 174,000 三芳町地域公共交通協議会負担金 

２補助金 １補助金 １補助金 1,000,000 令和 6 年度地域公共交通調査事業補助金 

３繰越金 １繰越金 １繰越金 36,251 前年度繰越金 

４諸収入 １雑入 １雑入 0  

合計 1,210,251  

 

２ 歳 出 

款 項 目 本年度予算 説明 

１運営費 

１会議費 １会議費 
136,000 地域公共交通協議会委員報酬（7 人） 120 千円 

運賃協議分科会委員報酬（2 人） 16 千円 

２事務費 １事務費 

38,000 消耗品費（事務用品等） 5 千円 

会議連絡用通信運搬費  22 千円 

地域公共交通協議会委員報酬振込手数料 9 千円 

運賃協議分科会委員報酬振込手数料 2 千円 

２事業費 １事業費 １事業費 0  

３返還金 １返還金 １返還金 
1,036,251 負担金過年度返還金 36 千円 

令和 6年度地域公共交通調査事業補助金返還金 1,000 千円 

４予備費 １予備費 １予備費 0  

合計 1,210,251  

 

 

     上記のとおり提出します。 

     令和７年４月３０日 

 

 

                         三芳町地域公共交通協議会 

                         会長 林 伊佐雄 
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第５号議案 

三芳町循環ワゴン実証運行計画（骨子案） 
 

１．基本概要 

 

 

 

項目  内 容 

運行期間 令和 7 年 10 月 1 日から令和 8 年 9 月 30 日 

利用対象者 町民に限らず誰でも利用可能 

運行方式 

実証実験運行：道路運送法第 21 条に基づく、乗合旅客の運送【定時定路線

型】 

 

運行系統  3 系統 

運行区域 三芳町全域（一部富士見市を通る。） 

運行事業者 プロポーザルにて選定中 

運行日  

平日のみ 

※土曜日・日曜日・祝日・年末年始（12 月 29 日から 1 月 3 日まで）は、運休

とする。 

運行時間 概ね 9 時から 18 時の間 

運行回数 1 日当たり 9 便程度/1 コース 

車両  
ハイエース等のワゴンタイプ 

※助手席含め乗客定員８名（うち１名は車いす） 

運賃 

1 乗車   円：大人（中学生以上） ※第 6 号議案 

1 乗車   円：小学生、身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手

帳を提示した方 

未就学児無料（但し保護者同伴が条件） 

※運賃協議分科会で協議し、結果を協議会に報告 

６ 



 

 
 

２．循環ワゴン運行の目的・考え方 

  交通空白地の解消 

  拠点間接続 

  買い物や通院における移動ニーズの補完 

  交通ネットワークの利便性向上 

  実証実験における移動分析 

 

３．運行ルート・設定の考え方 

  【運行ルート申請内容】 

起点・終点・主たる経過地・キロ程・幅員・道路種別・道路管理者等 

  【運行ルート路線図】  

  ・別紙１ 

  【設定の考え方】 

・全体 

  役場、藤久保地域拠点、駅への接続 

・コース別 

    Aコース：中央公民館・農業センターへの接続、将来的には地域活性化発信交流拠点への接

続を視野 

          交通空白地の解消（上富１区・北永井3区の一部） 

          生活拠点：病院、観光拠点、郵便局 

    Bコース：中央公民館への接続 

          交通空白地の解消（北永井２区・藤久保３区・藤久保５区の一部） 

          生活拠点：商業施設・病院・郵便局 

    Cコース：竹間沢公民館・歴史民俗資料館への接続 

          交通空白地の解消（藤久保１区・藤久保４区・竹間沢の一部） 

          生活拠点：商業施設・病院 

 

４．バス停の名称及び位置、設置基準について 

【バス停位置図】 

・別紙２ 

【設置基準】 

・道路交通法の基準 

・住民からの要望 

・民間路線バスとの関係 

 

７ 



 

 
 

５．交通空白地の解消圏について 

 ・循環ワゴン運行による交通空白地面積・人口等の変化 

 

６．運行データの分析方法 

・利用予測・目標 

 

７．評価の視点 

・評価指標 

・運行継続性の考え方 

 

８．アンケートの実施について 

・時期、期間 

・収集方法 

 

〇時刻表・ダイヤの設定 

 

８ 
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第６号議案 

三芳町循環ワゴンの運賃設定について 

 

１ 運賃設定の考え方 

 運賃の設定について、国の「コミュニティバスの導入に関するガイドライン」では、「他の旅客自動

車運送事業者との間に不当競争を引き起こすおそれがないこと、財政負担を踏まえつつ、安全運

行に必要な費用を確保できること及び持続的な運行が可能であることにつき、十分に検討する必

要がある」として示されています。そこで、町内で事業を行っている旅客自動車運送事業者の運賃

やサービス水準に対応した運賃を考慮する中で、運賃の種類・額及び適用方法について検討する

ものとします。 

 

２ 運賃の種類・額（３案） 

 運賃の種類 額 

案

１ 

普通旅客運賃 

（１乗車あたり） 

おとな（中学生以上） ２００円 

こども（小学生以下） １００円 

旅客運賃の割引 障がい者 

（身体障害者手帳・療育手帳・精神障

害保健福祉手帳の交付を受けている

方） 

半額割引 

運賃設定の考え

方 

【メリット】 

・近隣市町村のコミュニティバスの運賃に合わせることで地域間のバ

ランスが保たれる。 

・おつりが少なく支払いやすい。 

【デメリット】 

・ライフバスよりも安いため、民業圧迫につながる恐れがある。 

想定旅客収入 料金収入 8,100 円/日×240 日≒１９４４千円 

(200 円×定員 6 人×9 便×3 路線×乗車率 25％) 

案

２ 

普通旅客運賃 

（１乗車あたり） 

おとな（中学生以上） ２２０円 

こども（小学生以下） １１０円 

旅客運賃の割引 障がい者 

（身体障害者手帳・療育手帳・精神障

害保健福祉手帳の交付を受けている

方） 

半額割引 

運賃設定の考え 【メリット】 
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方 ・ライフバスの運賃に合わせるため、民業圧迫のリスクが減る。 

・町内民間バス事業者と同等であり、利用者から受け入れられやす

い。 

【デメリット】 

・金額が半端であり、支払いにくい。 

想定旅客収入 料金収入 8,910 円/日×240 日≒2138 千円 

(2２0 円×定員 6 人×9 便×3 路線×乗車率 25％) 

案

３ 

普通旅客運賃 

（１乗車あたり） 

おとな（中学生以上） ２５０円 

こども（小学生以下） １２０円 

旅客運賃の割引 障がい者 

（身体障害者手帳・療育手帳・精神障

害保健福祉手帳の交付を受けている

方） 

半額割引 

運賃設定の考え

方 

【メリット】 

・ライフバスよりも高めの金額設定にすることで民業圧迫のリスクを

減らすことができる。 

・金額の切りが良く支払いやすい。 

【デメリット】 

・金額が高いことで利用のハードルが高くなってしまう。 

想定旅客収入 料金収入 10,125 円/日×240 日≒2500 千円 

(250 円×定員 6 人×9 便×3 路線×乗車率 25％) 

 

３ 適用方法 

（１） 三芳町循環ワゴンにおける普通旅客運賃は１回乗車する場合に適用します。 

（２） 旅客（小学校就学前の乳幼児を除く。）が同伴する１歳以上小学生未満の幼児については、

旅客１人につき２人までが無料となります。また１歳未満の乳児につきましては、無料となりま

す。 

（３） 障がい者の旅客運賃の割引は、身体障害者手帳、療育手帳、精神障害保健福祉手帳、スマ

ートフォン向け障害者手帳アプリ「ミライロ ID」を提示された場合に適用します。 

※手帳の等級表・旅客運賃減額欄に、「一級・第一種」の記載がある場合（東京都・埼玉県

発行）、または、手帳の等級表・旅客運賃減額欄に、「一級・第二種・要介護」の記載があ

る場合（埼玉県発行）は、介護人１人までが適用となります。 
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【参考】 

三芳町地域公共交通協議会委員名簿 

                                  （令和７年度） 

No 委員区分 団体名等 氏名 備考 

１ １号 三芳町長 林 伊佐雄 会長 

２ ２号 区長会会長 西内 一夫 監事 

３ ２号 交通審議会会長 忽滑谷 徹雄  

４ ３号 
株式会社ライフバス 

代表取締役 
照井 誠  

５ ３号 
一般社団法人埼玉県バス協会 

専務理事 
関根 肇  

６ ４号 
三和富士交通株式会社 

取締役(埼玉営業所所長) 
内田 雄一郎  

７ ４号 一般社団法人埼玉県乗用自動車協会 藤田 貢  

８ ５号 富士タクシー労働組合 委員長 廣瀬 吾郎  

９ ６号 
関東運輸局埼玉運輸支局 

（輸送担当）首席運輸企画専門官 
川村 英輝   

１０ ７号 
埼玉県企画財政部交通政策課 

交通企画・バス担当 主査 
古川 雄哉 監事 

１１ ８号 埼玉県川越県土整備事務所 副所長 廣田 通規  

１２ ９号 東入間警察署 交通課長 小谷野 裕  

１３ １０号 流通経済大学 教授 板谷 和也 副会長 

１４ １１号 三芳町商工会 会長 山田 政弘  

12. 



 

 
 

１５ １１号 三芳町社会福祉協議会 会長 篠原 拓平  

１６ １１号 三芳町財政デジタル推進課長 髙橋 諒  

１７ １１号 三芳町道路交通課長 若林 崇幸  

１８ １１号 三芳町都市計画課長 井上 忠相  

１９ １１号 三芳町福祉課長 西山 大介  

                                    （敬称略） 

                            【令和７年４月３０日現在】 
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【参考】 

   三芳町地域公共交通協議会規約 

（目的） 

第１条 三芳町地域公共交通協議会（以下「協議会」という。）は、道路運送法（昭和２６年

法律第１８３号）の規定に基づき、地域における需要に応じた住民の生活に必要なバス等

の旅客輸送の確保その他旅客の利便の増進を図り、地域の実情に即した輸送サービスの実

現に必要となる事項を協議するとともに、地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（平

成１９年法律第５９号）第６条第１項に基づき、三芳町地域公共交通計画（以下「計画」

という。）の策定及び実施に関する協議を行い、交通政策を推進することを目的とする。 

 （事務所） 

第２条 協議会の事務所は、埼玉県入間郡三芳町大字藤久保１１００番地１、三芳町役場内

に置く。 

 （協議事項等） 

第３条 協議会は、次に掲げる事項を協議し、関係する事業を実施する。 

(1) 地域の実情に応じた適切な乗合旅客運送の態様及び運賃・料金等に関する事項 

(2) 町が運営する有償運送の必要性及び旅客から収受する対価に関する事項 

(3) 計画の作成及び変更の協議に関すること 

(4) 計画に位置付けられた事業の実施に関すること 

(5) 前各号に掲げるもののほか、当協議会の目的を達成するために必要なこと 

 （組織） 

第４条 協議会の委員は、次に掲げる者で構成する。 

 (1) 三芳町長又はその指名する者 

(2) 住民又は利用者の代表 

(3) 一般乗合旅客自動車運送事業者 

(4) 一般乗用旅客自動車運送事業者 

(5) 一般旅客自動車運送事業者の事業用自動車の運転手が組織する団体 

(6) 国土交通省関東運輸局埼玉運輸支局長の指名する職員 

(7) 埼玉県知事の指名する職員 

(8) 埼玉県川越県土整備事務所長の指名する職員 

(9) 埼玉県警察 

(10) 学識経験者 

(11) 前各号に掲げるもののほか、協議会が必要と認める者 

２ 協議会に次の役員を置くこととし、相互に兼ねることはできないものとする。 

(1) 会長 １人 

(2) 副会長 １人 
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(3) 監事 ２人 

３ 会長は、三芳町長又はその指名する者とする。 

４ 副会長は、委員の中から会長が指名する。 

５ 監事は、委員の中から会長が選任する。 

 （役員の職務） 

第５条 会長は、協議会を代表し、会務を総理する。 

２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、その職務

を代理する。 

３ 監事は、協議会の会計監査を行うものとし、その結果を会長に報告する。 

（任期） 

第６条 委員の任期は、３年を超えない範囲の年度末までとし、再任を妨げない。 

２ 補欠による委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

３ 委員の任期が満了したときは、当該委員は、後任者が委嘱又は任命されるまで引き続き

その職務を行うものとする。 

 （会議） 

第７条 協議会の会議（以下「会議」という。）は会長が招集し、会長が議長となる。 

２ 会議は、委員の過半数が出席しなければ、開くことができない。 

３ 委員は、やむを得ない理由により会議を欠席する場合、代理の者を出席させることがで

きることとし、あらかじめ会長に代理の者の氏名等を報告することにより、その代理の者

の出席を持って当該委員の出席とみなす。 

４ 会議の議決の方法は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の

決するところによる。 

５ 会議は原則として公開とする。ただし、会議を公開することにより公正かつ円滑な議事

運営に支障が生じると認められるときには非公開で行うものとする。 

６ 協議会は、必要があると認めるときは、委員以外の者を会議に出席させて意見を聴くこ

とができる。 

７ 前各項に定めるもののほか、会議の運営に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

８ 前各項の規定にかかわらず、会議の開催が困難な場合には、書面による開催ができるも

のとする。 

 （協議結果の尊重義務） 

第８条 協議会で協議が整った事項については、協議会の構成員はその協議結果を尊重しな

ければならない。 

 （分科会） 

第９条 協議会は、第３条各号に定める事項について、専門的な調査、検討を行うため、必

要に応じ協議会に分科会を置くことができる。 
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２ 分科会の組織、運営その他必要な事項は会長が別に定める。 

 （事務局） 

第１０条 協議会の業務を処理するため、協議会に事務局を置く。 

２ 事務局は、三芳町政策推進室に置く。 

３ 事務局に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

 （経費） 

第１１条 協議会の運営に要する経費は、負担金、補助金及びその他の収入をもって充てる。 

 （財務に関する事項） 

第１２条 協議会の予算編成、現金の出納その他財務に関し必要な事項は、会長が別に定め

る。 

（報酬及び費用弁償） 

第１３条 委員等が協議会等に出席したときには、予算の範囲内で報酬を支給することがで

きる。 

２ 委員等が職務のために要した旅費等の費用は、予算の範囲内で弁償することができる。 

３ 報酬及び旅費等の支給について は、三芳町の例によるものとする。 

 （協議会が解散した場合の措置） 

第１４条 協議会が解散した場合には、協議会の収支は、解散の日をもって打ち切り、会長

がこれを決算する。 

 （その他） 

第１５条 この規約に定めるもののほか、協議会の運営に関して必要な事項は、会長が協議

会に諮って定める。 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この規約は、令和５年４月１日から施行する。 
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